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令和元年台風第15号による農作物、農地・農業用施設等の被害

農業用ハウス, 

473.7 億円
農作物, 

120.8 億円

畜産用施設, 

113.6 億円

共同利用施設, 

10.2 億円

家畜, 8.2 億円

樹体, 6.2 億円 農業用倉庫・処理加工施設等,

3.1 億円

畜産物(生乳等), 2.2 億円

その他, 7.6 億円

○台風第15号は、令和元年９月９日３時前に三浦半島付近を通過して東京湾を進み、５時前に強い勢力で千葉
市付近に上陸した。その後、９日朝には茨城県沖に抜け、日本の東海上を北東に進んだ。

関東農政局管内農作物等被害額
（令和２年１月８日時点）

○関東農政局管内では、千葉県、茨城県を中心に、745.7億円の農作物
等の被害が発生している。（令和２年１月８日時点）
○種目別では、農業用ハウスが473.7億円と全体の６割を占めている。
○倒木等による停電が発生し、乳業工場への生乳の配送停止やクーラー
ステーションの停止による生乳廃棄が発生した。

管内合計
745.7億円

農地, 4.1 億円

農業用施設, 

13.7 億円

災害関連, 

0.5 億円

管内合計
18.3億円

関東農政局管内農地・農業用施設被害額
（令和２年１月16日時点）

○関東農政局管内では、千葉県、東京都、長野県、
静岡県で、18.3億円の被害が発生している。
○静岡県では、わさび田崩壊等の被害が発生した。
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○那珂川（茨城県）、秋山川（栃木県）、越辺川（埼玉県）、
千曲川（長野県）などで堤防の決壊や溢水が発生し、リンゴ、
米、ハウスイチゴなどの農作物等、ライスセンター等の共同利
用施設に被害が発生した。
○令和元年10月25日から26日にかけての低気圧による大雨で、
茨城県、千葉県において、水田の冠水、イチゴ、
大豆等に浸水の被害が発生した。

令和元年台風第19号等による農作物、農地・農業用施設等の被害

農業・畜産用機

械, 93.3 億円

農作物, 86.2 億円

農業用ハウス, 

37.9 億円

共同利用施設, 12.7 億円

樹体, 2.8 億円

畜産用施設, 2.6 億円

農業用倉庫・処理加工施設等, 1.6 億円

家畜, 0.5 億円

畜産物(生乳等), 0.1 億円

その他, 0.2 億円

管内合計
237.8億円

○台風第19号は令和元年10月12日19時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸した後、関東地方を通過し、13日
未明に東北地方の東海上に抜けた。記録的な大雨により、千葉県を除く１都８県に大雨特別警報が発表された。

関東農政局管内農作物等被害額
（令和２年１月21日時点）

農地,
414.0 億円

農業用施設, 
492.5 億円

災害関連, 17.7 億円 海岸・地すべり, 0.7 億円

管内合計
924.8億円

関東農政局管内農地・農業用施設被害額
（令和２年１月16日時点）

○関東農政局管内では、栃木県、長野県を中心に924.8億円の
被害が発生している。
○栃木県、群馬県、埼玉県、長野県、静岡県で、ため池72箇
所が被災、人的被害なし。
○令和元年10月25日から26日にかけての低気圧による大雨に
より、千葉県で、ため池18箇所が被災、人的被害なし。 ２



【千葉県】

台風第15号による農作物等の被害写真①

３

農業用ハウスの損壊 水稲の倒伏



【茨城県】

台風第15号による農作物等の被害写真②

４

農業用ハウスの損壊 農作物の茎葉の損傷及び落果



【⻑野県】

台風第19号による農作物等の被害写真①

５

河川決壊による冠水 ライスセンターに保管されていた米に浸水



【栃木県】

台風第19号による農作物等の被害写真②

６

河川決壊による冠水 泥流により押しつぶされたハウス



【埼玉県】

台風第19号による農作物等の被害写真③

７

流木が水田に流入 ライスセンターに保管されていた米に浸水



・関東農政局災害対策本部設置及び会議の開催

・各都県拠点職員、本局各部等による被害状況の把握（関係機

関からの情報収集）

・各都県拠点に相談窓口を設置

・地方自治体へのリエゾン派遣

・食料支援職員派遣

・支援制度説明会の実施
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・令和元年10月27日、千葉県における大雨の被害状況について関東地方整備局ヘリ等

から情報提供（水田への湛水状況について、⻘斜線部分は水が引いている、赤斜線部

分の用水路に泥が詰まっている）を受け、この情報を当局内、また、該当する支局に

情報提供を行った。

５

【千葉県佐倉市】 【千葉県茂原市】

９



農林水産省の職員派遣

◯近年、地震や台風等の自然災害が多発し、被災地方公共団体の深刻な人員不足等も
相まって、迅速な被害の把握や被災地の早期復旧に支障。

◯このため、国の職員を派遣することにより被災地の早期復旧を人的な面から支援。

災害発生時に、農林水産省から職員（MAFF-SAT)を派遣し、迅速な被害の把握
や被災地の早期復旧を支援。

MAFF-SAT
（農林水産省・サポート・アドバンスチーム）

被災地方公共団体等
①災害応急用資機材の貸出

②初期情報収集として、被災の範囲・規模、重要施設の被
災の有無、程度等の把握や応急対応の要否に係る基本情報
の把握。

③緊急概査被災概要、概算被害額等の把握。

④被害状況の調査、被害額算出に関する技術的支援、応急
対策、復旧工法に関する技術的助言・指導等を行う。

⑤高度な技術を有する専門家の派遣や人的支援に係る調整

派
遣

10



・被害を受けた農地・農業用施設の早期復旧のため、被災地方公共団体に対し職員を派遣し、
技術的助言や指導等を実施。
台風第15号 ：２県に延べ12名の職員を派遣。
台風第19号等：１都８県に延べ346名（1/31時点）の職員を派遣。

・被災地方公共団体に対し、迅速な被害の把握のため、関東農政局からリエゾン派遣を実施。
台風第15号 ：9/13～10/2に延べ42名の職員を派遣。
台風第19号等：10/12～1/31に延べ309名の職員を派遣。（長野県継続中）

・内閣府防災の要請により被災地方公共団体に対し、職員を派遣し食料支援を実施。
台風第15号 ：千葉県（9/13～10/2）に延べ33名の職員を派遣。
台風第19号等：茨城県（10/13～18）に延べ６名の職員を派遣。

栃木県（10/13～16）に延べ６名の職員を派遣。
埼玉県（10/13～16）に延べ７名の職員を派遣。
長野県（10/13～16）に延べ６名の職員を派遣。

人的支援

技術的支援

食料支援
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農林水産関係被害への支援対策について

【堆積した稲わら等の撤去に対する支援】
・環境省と連携し、ほ場から廃棄物処理まで切れ目のない支援スキームを構築。
・ほ場等に堆積した稲わら等の撤去に要する経費を支援。
【保管中の米が浸水被害を受けた農家への支援】
・収穫後倉庫に保管していた米が浸水により被害を受けた農家を対象に、営農を再開するために行う土づくり、
土壌診断、種苗等資材の準備等の取組に要する経費を支援。

【堆積した土砂等の撤去に対する支援】
・りんご・ももなどの果樹園地に堆積した土砂等の撤去支援
【樹体保護・樹勢回復等に対する支援】
・浸水した被害により樹勢が低下した園地において、次期作に向けた樹体保護・樹勢回復等の取
組を支援。

【植替え等に対する支援】
・樹体の衰弱が著しい園地について、植替えやその後の幼木管理に要する経費を支援。
・特に、大規模な植替えを行う園地については、大苗の育成による早期成園化や代替園地での営農等の取組を支
援。

稲作農家に対する支援

果樹に対する支援

農業用機械等の導入支援
・農業用ハウス・農業用機械等の導入に要する経費の支援等。
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農地・農業用施設等の早期復旧支援
・査定前着工制度活用による早期復旧の支援等。



被災地の復旧前（稲わらの撤去前） 被災地の復旧後（稲わらの撤去後）

【埼玉県坂戸市】
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【長野県須坂市】
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被災地の復旧前（樹園地） 被災地の復旧後（樹園地）


